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16
世
紀
半
ば
か
ら
マ
カ
オ
に
定
住
し
た
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
は
、
ア
フ
リ
カ
や
イ
ン
ド
の
占

領
地
で
行
っ
た
と
同
様
に
、
防
衛
の
た
め
の

城
壁
を
居
住
地
の
周
り
に
め
ぐ
ら
せ
、
大
規

模
な
砲
台
を
築
い
た
。
城
壁
築
造
は
１
５
６

９
年
に
始
め
ら
れ
た
が
、
時
の
明
政
府
は
こ

れ
を
許
さ
ず
城
壁
を
解
体
。
だ
が
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
は
役
人
に
賄
賂
を
渡
す
な
ど
し
て

執
拗
に
築
き
直
し
、
1
6
3
2
年
ま
で
に
は
、

大
砲
台
こ
と
モ
ン
テ
の
砦
を
中
心
に
東
西
南

北
と
連
結
し
た
城
壁
を
完
成
さ
せ
た
。

　

聖
ポ
ー
ル
天
主
堂
跡
の
脇
に
旧
城
壁
の

一
部
が
か
ろ
う
じ
て
残
る
。
高
さ
５
・
６

メ
ー
ト
ル
、
長
さ
18
・
５
メ
ー
ト
ル
。
粘

土
に
砂
、
わ
ら
、
砕
い
た
石
や
蛎か
き

の
殻
が

混
ざ
っ
て
お
り
、
中
国
式
の
工
法
で
造
ら

れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

オ
ラ
ン
ダ
を
撃
退
し
た
砦

　
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
城
壁
築
造
の
言
い
訳
に
、

オ
ラ
ン
ダ
の
脅
威
を
強
調
し
た
と
い
う
が
、

そ
れ
は
あ
な
が
ち
誇
張
で
は
な
か
っ
た
。　

　
16
世
紀
末
、
ス
ペ
イ
ン
支
配
か
ら
脱
し
た

オ
ラ
ン
ダ
は
１
６
０
２
年
に
東
イ
ン
ド
会

社
を
設
立
す
る
な
ど
し
て
東
洋
貿
易
に
進
出
。

た
だ
し
、
そ
の
手
法
は
他
国
の
占
領
地
を
武

力
で
侵
略
し
、
航
路
を
横
取
り
す
る
と
い
う

ギア要塞・灯台　街を一望できる場所にあり、灯台はいまだ現役

25
カ
所
の
歴
史
的
建
築
群
と
市
街
地
か
ら
な
る

世
界
遺
産「
ヒ
ス
ト
リ
ッ
ク
・
セ
ン
タ
ー
・
オ
ブ
・

マ
カ
オ
」。マ
カ
オ
の
骨
格
を
形
作
っ
た
教
会
を

概
観
し
た
前
回
に
続
き
、18
世
紀
か
ら
19
世
紀

に
か
け
世
界
有
数
の
国
際
都
市
に
上
り
詰
め
た

栄
華
の
足
跡
を
拾
う
。
笠
原
宗
彦
﹇
文
﹈  

東
昇
﹇
写
真
﹈

世
界
遺
産
ガ
イ
ド 

［2］
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モンテの砦　オランダを撃退した砦は小さな公園に整備され、現在は市民の憩いの場となっている。
内部につくられたマカオ博物館はマカオの歴史を展示

完
成
後
は
不
審
な
船
を
発
見
し
た
と
き
に
号

砲
を
撃
つ
見
張
り
台
と
し
て
の
役
目
が
主
と

な
っ
た
。
砲
台
上
に
は
同
時
に
建
て
ら
れ
た

小
さ
な
教
会
と
、
１
８
６
４
年
に
完
成
し
た

灯
台
が
仲
良
く
並
ぶ
。
灯
台
は
中
国
沿
岸
で

は
初
め
て
の
近
代
的
灯
台
で
、
燃
料
は
初
期

は
灯
油
、
そ
の
後
、
ヤ
シ
油
と
な
り
、
１
９

１
０
年
に
電
気
に
切
り
替
わ
っ
た
。

高
度
自
治
の
象
徴

　
海
軍
力
で
大
き
く
劣
っ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
、

そ
の
貿
易
拠
点
を
オ
ラ
ン
ダ
に
奪
わ
れ
て

い
っ
た
の
は
あ
る
意
味
当
然
。
だ
が
、
そ
ん

な
状
況
の
中
で
も
マ
カ
オ
は
生
き
残
っ
た
。

　
そ
の
背
景
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
植
民
開
始

直
後
の
１
５
８
５
年
に
組
織
さ
れ
た
議
会

「
レ
ア
ル
・
セ
ナ
ド
」
に
よ
る
高
度
な
自
治

統
治
力
と
、
中
国
貿
易
の
玄
関
口
と
し
て
蓄

積
し
た
莫
大
な
富
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
が
直

接
に
間
接
に
力
を
発
揮
し
、
他
国
の
侵
略
を

は
ね
つ
け
た
の
だ
ろ
う
。

　
現
在
の
民
政
総
署
大
楼
が
、
か
つ
て
の
レ

ア
ル
・
セ
ナ
ド
議
事
堂
。
元
は
中
国
側
が
政

令
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
伝
え
る
た
め
の
中

国
式
建
築
が
あ
っ
た
と
い
う
。
１
７
８
４
年

に
改
築
さ
れ
、
１
８
７
４
年
に
現
在
の
姿
に
。

レ
ア
ル
・
セ
ナ
ド
は
中
国
と
の
交
渉
に
長
け

の
ベ
ル
ッ
キ
オ
・
カ
ル
ネ
イ
ロ
が
、
１
５
６

９
年
に
創
立
。
欧
米
系
の
慈
善
団
体
と
し
て

は
ア
ジ
ア
最
古
と
い
う
。
１
９
０
５
年
に
改

築
さ
れ
た
現
在
の
姿
は
、
新
古
典
主
義
の
中

に
ル
ネ
サ
ン
ス
後
期
の
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
の
香

り
を
漂
わ
せ
る
。

集
中
し
た
欧
米
の
商
社

　
中
国
か
ら
干
渉
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
い
西

洋
式
の
行
政
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、
そ
し
て
な

に
よ
り
も
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
へ
通
じ
る
唯
一
の

入
口
と
い
う
事
実
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
以
外
の

欧
米
諸
国
の
貿
易
会
社
や
商
人
を
も
引
き
寄

出
。
か
つ
て
の
天
敵
だ
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
東
イ

ン
ド
会
社
で
さ
え
も
、
マ
カ
オ
の
地
の
利
の

魅
力
に
あ
ら
が
え
ず
そ
の
支
社
を
置
い
た
。

　

そ
う
し
た
商
社
の
裕
福
な
社
員
た
ち
は
、

半
島
の
南
、
海
を
望
む
斜
面
に
建
設
さ
れ
た

壮
麗
な
邸
宅
に
居
住
。
マ
カ
オ
随
一
の
高
級

住
宅
地
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

斜
面
北
側
に
平
行
し
て
伸
び
る
龍
嵩
街
。

こ
の
通
り
が
当
時
の
マ
カ
オ
で
い
ち
ば
ん
に

ぎ
や
か
だ
っ
た
。ポ
ル
ト
ガ
ル
名
の「
ル
ア・

セ
ン
ト
ラ
ル
」（
中
央
街
）
が
そ
の
名
残
を

伝
え
る
。
通
り
に
沿
っ
て
は
、
商
社
社
員
の

家
族
を
相
手
に
す
る
高
級
衣
料
店
や
宝
飾
店

が
連
な
り
、
西
洋
人
女
性
た
ち
が
ウ
イ
ン
ド

ウ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
た

と
い
う
。
ま
た
、
娯
楽
施
設
で
は
１
８
６
０

年
、
通
り
か
ら
ほ
ど
近
い
所
に
ド
ン
・
ペ
ド

ロ
５
世
劇
場
が
中
国
初
の
西
洋
式
劇
場
と
し

て
に
落
成
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
が
上
演
さ

れ
た
。

　
名
実
と
も
に
国
際
都
市
マ
カ
オ
が
輝
い
た

時
代
。
だ
が
、
衰
退
の
時
も
静
か
に
近
づ
い

て
い
た
。
１
８
４
１
年
、
ア
ヘ
ン
戦
争
に

勝
利
し
た
英
国
が
、
清
朝
政
府
に
香
港
島
割

譲
と
中
国
沿
岸
５
港
の
開
港
を
承
諾
さ
せ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
中
国
貿
易
に
お
け
る
マ
カ
オ

の
優
位
性
は
失
わ
れ
、
主
軸
は
香
港
へ
と

移
っ
て
い
く
。
■

せ
、
マ
カ
オ
の
国
際
性
を
い
っ
そ
う
高
め
た
。

　
艦
隊
に
よ
る
マ
カ
オ
侵
入
で
失
敗
を
重
ね

た
英
国
は
18
世
紀
後
半
、
英
国
東
イ
ン
ド
会

社
事
務
所
を
開
設
。
１
７
８
５
年
に
は
ポ
ル

ト
ガ
ル
商
人
が
別
荘
と
し
て
建
て
た
カ
ー
サ

庭
園
を
借
り
て
い
る
。
隣
接
し
て
１
８
２
１

年
に
造
成
さ
れ
た
新
教
徒
墓
地
に
は
、
東
イ

ン
ド
会
社
職
員
を
は
じ
め
英
米
の
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
た
ち
が
眠
る
。
27
年
間
マ
カ
オ
に
暮

ら
し
、
１
８
５
２
年
に
没
し
た
英
国
人
画
家
、

ジ
ョ
ー
ジ
・
チ
ナ
リ
ー
の
墓
も
こ
こ
に
あ
る
。

　
英
国
系
で
は
ほ
か
に
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
＆
マ

セ
ソ
ン
商
会
、
デ
ン
ト
商
会
が
、
米
国
系
で

は
ラ
ッ
セ
ル
商
会
が
19
世
紀
の
マ
カ
オ
に
進

た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
を
中
心
に
構
成
さ
れ
、
マ

カ
オ
行
政
の
舵
を
と
っ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
が

ス
ペ
イ
ン
に
併
合
さ
れ
て
い
た
60
年
間
も
ポ

ル
ト
ガ
ル
国
旗
を
降
ろ
さ
ず
、
そ
の
反
面
、

本
国
か
ら
派
遣
さ
れ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
総

督
と
さ
え
反
目
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い

う
逸
話
は
、
彼
ら
の
自
治
意
識
が
い
か
に
強

か
っ
た
か
を
物
語
る
。

　
民
政
総
署
前
に
広
が
る
の
は
美
し
い
モ
ザ

イ
ク
の
石
畳
に
覆
わ
れ
た
セ
ナ
ド
広
場
。
中

心
に
噴
水
池
が
あ
り
、
地
元
マ
カ
オ
の
中
国

人
の
間
で
は
そ
の
ま
ま
「
噴
水
池
」
と
呼
ば

れ
る
。
広
場
に
向
か
っ
て
右
手
奥
に
は
白
亜

の
仁
慈
堂
が
あ
る
。
仁
慈
堂
は
初
代
大
司
教

手
荒
い
も
の
で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
持
つ
ア
ジ

ア
の
貿
易
拠
点
も
次
々
に
奪
わ
れ
て
い
っ
た
。

当
時
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
ス
ペ
イ
ン
に
併
合
（
１

５
８
０
〜
１
６
４
０
年
）
さ
れ
て
い
た
た
め

目
の
敵
に
さ
れ
、
海
上
で
の
貨
物
略
奪
も
珍

し
く
な
か
っ
た
と
い
う
。
無
論
、
世
界
で
最

も
栄
え
た
貿
易
都
市
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い

た
マ
カ
オ
は
垂す
い

涎ぜ
ん

の
的
。
オ
ラ
ン
ダ
は
数
回

に
わ
た
り
、
時
に
英
国
と
連
合
し
て
ま
で
攻

撃
し
た
の
だ
っ
た
が
、
そ
の
固
い
守
り
を
つ

い
ぞ
崩
せ
な
か
っ
た
。

　

マ
カ
オ
が
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
受
け
た
最
大

規
模
の
攻
撃
は
１
６
２
２
年
の
も
の
で
、
こ

の
と
き
の
攻
防
の
要
と
な
っ
た
の
が
モ
ン
テ

の
砦
だ
。
１
６
１
７
年
に
建
設
が
始
め
ら
れ
、

９
年
の
間
に
増
改
築
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
最

上
部
の
面
積
１
万
平
方
メ
ー
ト
ル
、
32
門
の

大
砲
の
ほ
か
、
弾
薬
庫
、
兵
器
庫
、
兵
舎
、

井
戸
を
備
え
、
包
囲
さ
れ
て
も
２
年
は
耐
え

る
能
力
が
あ
る
と
い
わ
れ
た
。

　
１
６
２
２
年
の
戦
い
で
海
上
防
衛
の
重
要

性
を
再
認
識
し
た
マ
カ
オ
政
府
は
同
年
、
外

洋
に
面
し
た
ギ
ア
の
丘
に
要
塞
の
建
設
を
始

め
る
。
設
計
に
は
、
天
才
軍
事
技
師
と
い
わ

れ
た
フ
ラ
ン
ス
人
ヴ
ォ
ー
バ
ン
の
「
敵
に
見

せ
る
姿
は
最
小
限
に
、
攻
撃
範
囲
は
最
大
限

に
」
と
い
う
理
論
を
実
践
。
だ
が
、
半
島

で
最
も
高
い
海
抜
90
メ
ー
ト
ル
の
立
地
か
ら
、

民政総署大楼　ロビーや中庭を自由に見学できる

仁慈堂　仁慈堂の歴史を紹介する博物館を併設
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